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１、 本論文の目的 
 
 本博士論文は、堀辰雄文学において出発期から晩年にかけて継続的に描かれる、記
憶を反芻する物語群を、「記憶の中から関係性を再編する物語」の系譜として意味付け、
〈恋愛〉（表象された恋愛を示すため、〈恋愛〉と記す）の記憶の語りに内包される批
評性を考察する試みである。〈恋愛〉という名で登場人物間の関係性を捉えるに止まる
と、それぞれの作品の語りにおける複雑な手続きが看過されるという問題に着目した。 
 これまで堀辰雄文学の研究史において、自明化したテーマとして扱われて来た〈恋
愛〉に関して、それを記憶の中から編み出す行為自体に注目し、個別の対象作品を分
析することで新たな意味づけを行っている。 
 堀辰雄文学における〈恋愛〉表象は、同時代評で「甘い」「幼稚」「弱弱しい」「少女
趣味」と揶揄され、先行研究でも十分に考察されてこなかった。本論の特色は、前期
作品と後期作品を通観する点にもある。 
 前期作品に共通する特徴としては、主人公の青年が、かつての愛の対象の記憶を想
起し、記憶に解釈を加えて語るという点である。主に男性を主人公とした前期作品で
は、主人公達が、特定の人物との関係性を〈恋愛〉と名付けることによって、救済を
得ようとする。その一方で、女性を主人公とした後期作品では、記憶に拘泥する男性
登場人物達を批判し、特定の人物との関係性を〈恋愛〉と名付けられることを回避す
る主人公が登場するようになる。前期作品の『美しい村』『風立ちぬ』においては、〈恋
愛〉対象が、一方的に語られるだけの存在ではなく、主人公の領域に侵入あるいは、
主人公との豊富なコミュニケーションを取ることによって、主人公の認識を変容させ
ていく過程が描かれる。後期作品、とりわけ「菜穂子 cycle」と名付けられた「楡の家」
「菜穂子」「ふるさとびと」においては、空想する男性を批判する女性、記憶を反芻す
る男性によって抑圧される女性が登場し、最終的に、特定の対象との関係性を〈恋愛〉
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に回収されることを回避する女性達の物語が生み出されていく。これらを踏まえると、
堀文学においては、〈恋愛〉の位置付けが前期作品から後期作品において明らかに変容
していることが指摘できる。前期作品と後期作品で、記憶の中から関係性を語り直す
ことの位置付けは大きく異なっている。 
 記憶の中の関係性を〈恋愛〉と名付けることによって男性主人公が救済された前期
作品群（「第一部 空想する青年の物語」）から、女性主人公が〈恋愛〉と名付けられ
る関係性を回避する後期作品群（「第二部 挑発する女性の物語」）への展開を、記憶
の語りの分析を軸として辿ることが、本論の目的である。 
 
 
２、  本論文の構成および概要 
 
構成は以下の通りである。 
 
序章 
 
第一部 空想する青年の物語 
第一章 逡巡する生者達―「聖家族」論 
第二章 病身の語り手が紡ぐ〈絆〉―「燃ゆる頬」論―      
第三章 〈甘美〉な震災の記憶を語る―「麦藁帽子」論― 
第四章 編纂された〈失恋体験〉―「美しい村」論― 
第五章 〈純愛〉の規範の解体―「風立ちぬ」論― 
 
第二部 挑発する女性の物語  
第六章 〈情熱的な求婚者〉への冷笑―「ほととぎす」論― 
第七章 〈死者への哀悼〉を問い直す少女―「おもかげ」論― 
第八章 内面のドラマを獲得する女性達―「楡の家」「菜穂子」「ふるさとびと」論― 
                       
終章  
 
 
本論文の各章の概要は以下の通りである。 
 
 第一部「空想する青年の物語」 
 
ここでは、男性を主人公とした「聖家族」（『改造』一九三〇・一一）、「燃ゆる頬」(『文
藝春秋』一九三二・一)、「麦藁帽子」（『日本国民』一九三二・九）、『美しい村』（『大
阪朝日新聞』一九三三・六・二五、『改造』一九三三・一〇、『文藝春秋』一九三三・
一〇、『週刊朝日』一九三四・三・一八）、『風立ちぬ』（『改造』一九三六・一二、『文
藝春秋』一九三七・一、『新女苑』一九三七・四、『新潮』一九三八・三）の五つの作
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品を取り上げる。死者の記憶を本格的に描いた初の作品と言える「聖家族」で死者の
存在に囚われた生者達の関係性を考察した後、一人称でかつての〈恋愛〉の記憶が語
られる四つの作品の語りに含まれる記憶の操作・演出の問題を指摘する。そしてその
ことによって、主人公の青年達が、記憶を想起することで特定の対象との関係性を編
みかえ、記憶を語る行為が価値規範を逸脱していくことを論じる。 
 
 
第一章「逡巡する生者達―「聖家族」論」 
 
主人公と死者の記憶との関連を描いた他の作品とは〈異質〉な死者とかかわりのあ
った生者達の関係性を描く「聖家族」（『改造』一九三〇・一一）を考察する。ここで
は同作品を、生者が死者に支配される物語という点で、記憶の問題を考察する上で、
「聖家族」を分析する。この作品の中で象徴的なのは、主人公・河野扁理が、死者で
ある九鬼の恋人であった細木夫人への憧憬から、娘の絹子への思慕へと移行していく
点である。九鬼の死後、交流を重ねる中で、扁理の中で細木夫人は、憧憬の存在から、
九鬼を死に追いやったファムファタールという新たな魅惑的なイメージへと変貌し、
そのために扁理は、九鬼を〈抑制装置〉として、夫人と娘の絹子を不可侵の存在へと
位置づける夢を見ることになる。生前の九鬼とあまり関わらなかったと見られる絹子
の表象は、「聖家族」の中では一見〈ノイズ〉に見えるが、彼女には、九鬼の死によっ
て衝撃を受け、それに囚われてしまう扁理を、九鬼の記憶を想起することによって九
鬼の支配から脱する、そして扁理と九鬼の記憶から目を背ける細木夫人は、次第に疎
遠になっていくが、絹子が扁理に愛情を抱くことによって、夫人と扁理を再び結び付
け、九鬼の記憶に向き合わせていくという役割がある。「聖家族」は、親密な関係の相
手の突然の死によって衝撃を受けつつも、記憶と向き合っていくことの必要性を、残
された三人の生者の関係性の表象によって示した物語であると言える。末尾で記憶と
向き合う男性主人公、絵画の中の神聖な存在へと回収されていく女性達の構図は、こ
の後の恋愛対象の記憶によって妄想する男性主人公達の到来を告げる末尾であったと
言えよう。絵画の中に回収された女性達がその妄想に対抗していくには、後期作品を
待たなければならない。 
 
 
第二章「病身の語り手が紡ぐ〈絆〉―「燃ゆる頬」論―」 
 
 「燃ゆる頬」（『文藝春秋』一九三三・一）を考察する。先行研究では、少女達との
異性愛へと移行していく過渡期にある「私」と、三枝と云う少年との一時的な恋愛の
物語とする解釈が主流であったが、本論ではそれを問い直し、三枝との極めて親密な
関係を「愛」と名付ける現在の「私」（語り手）と、語られる少年期の「私」との三枝
の存在に対する認識のずれに着目し、語り手が不治の病を患っていることの意味を考
察した。三枝の生前の記憶は、三枝が「私」を誘惑し、束縛する者であるのに対して、
少年期の「私」の側はそのことに無自覚であるという構図があり、現在の「私」であ
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る語り手は、三枝に誘惑・束縛の意図があったという解釈を加えている。少年期と現
在の「私」とのずれが前景化して語られることの意味は何か。それは、現在の「私」
である語り手が不治の病を患っていることに関連する。同じ結核菌による病に罹患し
たことで、語り手には三枝へのシンパシーが芽生えており、さらに、発病したことで
孤独になった「私」は、かつて自分が少女に関心を移したことで、疎遠になってしま
い、孤独に死去していった三枝のことを否応なく連想することになったと見られる。
病に対する恐怖と、同病者であった三枝への共感が、彼との親密な間柄を「愛」とい
う強固な関係性で語らせ、サナトリウムで出会った少年の存在を、あたかも三枝の再
来であるかのようなインパクトを持って語らせることになったと見られる。「燃ゆる頬」
以降、死者との関係性に、主人公及び語り手が解釈を加え、死者との関係性を特別視
していくという特色の物語は、堀辰雄文学の中で継承されていく。 
 
 
第三章「〈甘美〉な震災の記憶を語る―「麦藁帽子」論―」 
 
 初恋と震災による母の死を回想した一人称小説「麦藁帽子」という短編を、主人公
の「私」が語りを獲得していく物語として解釈すると共に、「私」の母の震災死という
悲惨な体験と、震災当日の避難所における初恋の少女との「不思議な愛撫」という〈甘
美〉な体験とが同時に語られていくことで、いかなる効果が生み出されているかとい
うことを考察した。「私」は恋愛対象の少女の前では、「スポオティヴ」な少年を装い、
寄宿舎の友人達へのパフォーマンスとして、異性との交遊を語ろうと欲望する少年で
あった。しかし、少女を巡る「競争者」である青年が登場し、「田園小説のエピロオグ」
のような少女との別れを語った彼からの手紙を受け取ることによって、雑談の中で異
性の存在を誇示する寄宿舎の少年達の語りから、文学性を有する青年の手紙の語りへ
と語りのロールモデルを移行させる。「麦藁帽子」という回想録の構成・語りの内容が
青年の手紙を多分に意識していることからも、青年の手紙が語りのロールモデルであ
ったというだけではなく、「麦藁帽子」自体が青年の手紙への〈返信〉となり得ていた
ことを意味する。このようにして語りを獲得した「私」は、母の死という深刻な体験
に埋没してしまう可能性がある、自分の記憶の中に存在するだけの少女との「不思議
な愛撫」の体験を掘り起し、前景化しようと試みた。〈不謹慎〉ともいえる〈甘美〉な
震災体験の語りは、〈被災者〉として一括され、個別の体験を閑却する倫理的規範に対
抗していく可能性を備えるのである。 
 
 
第四章「編纂された〈失恋体験〉―『美しい村』論―」 
 
手紙や手記（あるいは作中作）という異なる種類のテクストが組合わさった『美し
い村』という作品について論じる。主人公及び語り手の「私」は、新しい恋人と出会
った後も、かつての失恋相手の存在に囚われ、また遭遇してしまうのではないかとい
う恐怖を持ち続ける。失恋相手と遭遇することを怖れながらも、Ｋ…村にとどまる「私」
5 
 
の行動の意味を考察する。先行研究では、新しい愛の前に、過去の失恋相手が後景化
していくと言う指摘が多かったが、〈失恋体験〉は、「私」にとって、〈失恋〉以上の意
味を内包していた。主人公が失恋相手に宛てた手紙によると、彼女は「私」にとって
文学を共に語る関係性であったことがわかる。また、〈失恋体験〉を想起することによ
って、「手紙を書き続ける気がしなくなりました」と語ることから、この体験は、書く
意欲を喪失させる危うさを備えていた。さらに、Ｋ…村で会った友人も、失恋相手と
親交があるらしきことから、失恋相手と「私」は、Ｋ…村におけるコミュニティのメ
ンバーであったことが推測される。「私」にとって、この〈失恋体験〉は、愛を失った
だけではなく、文学批評を行う相手の喪失と、Ｋ…村におけるコミュニティや創作意
欲を危うくさせる体験であったのである。つまりこの体験は、「私」の文学世界の危機
であった。「私」は、新しい恋愛や自然の風物を描くことによって、失った文学世界を
取り戻そうとする。新しい恋を理由に、Ｋ…村にとどまり続ける理由は「私」が再生
させた物語世界を、彼に対して「冷ややかな」態度を取った失恋相手と遭遇すること
で、再び破壊させられるのではないかということへの恐怖により、物語世界を〈保護〉
しようとする欲望と、カタストロフィを欲望する両義的な「私」の心理が現れている。
「私」の新たな空想の対象となる新しい少女を凌ぐ形で、「私」に批判的な視線を投げ
かける失恋相手が大きな存在感を示す『美しい村』は、空想の対象とされた女性達が、
その空想を批評し始める後期の作品のテーマの片鱗が見え始めた作品と言える。 
 
 
第五章「〈純愛〉の規範の解体―『風立ちぬ』論」 
 
 先行研究における、病身の婚約者を犠牲にして小説家の主人公が小説執筆に没頭す
るエゴイズムの物語という解釈に反駁し、主人公の婚約者・節子が慕う父の表象と、
父に対する主人公「私」の意識の表象を通して、〈恋愛〉関係が絶対的な優位性を備え
るべきであるという規範を解体させる物語であると論じた。節子の病状に対する不安
から、小説執筆を続行させることができなくなる「私」の表象、自らサナトリウムへ
の入院を望み、「私」に対して意見を表明する節子の表象から、「従順」な節子が「私」
のエゴイズムの犠牲となったという先行研究の解釈によって、この作品を包摂するこ
とは適切ではない。明確な意思を持って「私」と節子との間に介入したとは語られな
い、むしろ、娘と婚約者との関係を保持しようとする父を〈介入者〉と意識する「私」
の内面から、〈恋愛〉関係、特に一方が病身でもう一方が看護者である場合に、その関
係性は絶対的な優位性を備えるべきであるという規範に「私」がとらわれていること、
そして節子が臨終時に「私」を凝視していたことを認識する―つまり、父を思慕する
ことと、「私」に愛情を抱くことは矛盾しないことを確認することによって、その規範
から脱却していくことを分析した。 
『風立ちぬ』は、〈恋愛〉関係の前に、他の関係性を後景化させていこうとする「私」
の規範が覆される物語であると共に、積極的に意見を表明する節子とのコミュニケー
ションによって、「私」が〈恋愛〉に関する規範から脱却していく物語である。男性主
人公が、〈恋愛〉対象の内面を一方的に解釈していく従来の作品から、対象とのコミュ
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ニケーションによって、主人公の認識が変化していく物語である『風立ちぬ』は、前
期の男性主人公の物語から、後期の女性主人公の物語へと移行していく過渡期の作品
であった。 
 
第二部「挑発する女性の物語」 
 
 「ほととぎす」「おもかげ」「楡の家」「菜穂子」「ふるさとびと」の五つの作品を取
り上げる。男性主人公が恋愛対象を題材として空想を行ってきたことに対し、後期作
品では、女性主人公が男性の空想や、記憶を保持する行為に対し、何らかの形で疑問
を投げかけていく作品が生み出される。記憶を補完して語る事のポジティブな側面が
提示された前期作品とは異なり、後期作品では、記憶を補完することのネガティブな
側面が露呈する。「ほととぎす」と「おもかげ」は、空想し、記憶を想起する男性を批
判する女性の物語である。その後の「菜穂子 cycle」と称される「楡の家」「菜穂子」
「ふるさとびと」の三部作は、自らに影響を与えた男性との関係性が〈恋愛〉と名付
けられることを回避する主人公の女性達が表象されることによって、〈恋愛〉というブ
ラックボックスを解体し、関係性の豊潤さを追求する物語である。特定の対象との関
係性を〈恋愛〉と名付けようとした前期作品から、〈恋愛〉と名付けられることを回避
していく後期作品（「菜穂子 cycle」）への変遷の意味を分析する。 
 
 
第六章「〈情熱的な求婚者〉への冷笑―「ほととぎす」論―」 
 
 「ほととぎす」（『文藝春秋』一九三九・二）という作品は、女性遍歴の絶えない夫
に失望した平安貴族の女性「私」（『蜻蛉日記』の藤原道綱母がモデル）の眼を通して、
夫と別の女性との間に生まれた少女を養女（撫子と名付ける）として引き取り、その
養女に「頭の君」という公達が求婚する顛末を描いている。「私」の男性の愛情に対す
るシニカルな視線に着目している点に、特色がある作品である。ここには他の作品と
異なり、死者の記憶を語るというテーマは存在しない。しかし、語り手がある人物と
の関係性に、ある解釈を付与することによって、印象操作を行うという、前期作品の
主人公達の行為に、批判的視線が投げかけられるという点で、前期のテーマが後期の
テーマへと変化していく上で、重要な作品であると捉えた。養女への求婚者「頭の君」
（モデルは右馬頭遠度）と「私」とのやり取りの語りについて、語り手の「私」が強
調しようとするのは、養女撫子の〈幼さ〉と、「頭の君」が撫子への〈情熱的〉な求婚
を媒介として、実は「私」に接近しようとしているということにより、「私」の中には、
この縁談を破談にしたいという欲求があった。「頭の君」の〈情熱〉と〈誠実さ〉は、
求婚においては好ましいとされる性質である。しかし「私」は、彼が撫子ではなく「私」
に心惹かれたかのように語り、「他人の妻」と共に行方をくらます顛末を語ることによ
り、彼の在り方に疑義を呈する。そして彼の求婚が熱心であるあまり、その熱情がか
えって空疎に見えるという批評を挟むことによって、好ましい求婚者の性質である〈情
熱〉をも相対化する。 
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 この作品は、欲望を愛情にすり替える求婚者の〈情熱〉を冷笑することで、「頭の君」
やかつて「私」に求婚をした夫の欺瞞を暴くだけではなく、求婚を拒否する権利も奪
われた少女・撫子の視線を語ることにより、求婚者達のように、「私」もまた撫子の声
を奪っているという彼女自身の欺瞞をも暴いて行く。男性達の行動を批判する主人公
の女性の欺瞞が、少女によって暴かれていくという構図は、次章の「おもかげ」にお
いて、より深められていく。 
 
 
第七章「〈死者への哀悼〉を問い直す少女―「おもかげ」論―」 
 
 『風立ちぬ』の続編とされる短編「おもかげ」（『新女苑』一九三九・五）を通して、
前期作品において、記憶を演出し、語っていく男性主人公達の試みへの反駁が行われ
ていることを明らかにする。「おもかげ」は、主人公・伸子の婚約者・弘が、かつて節
子という婚約者を、病によって失う体験をしており、かつての婚約者の存在を心にと
どめ、彼女の記憶を聖化して語る弘に対し、屈託を抱く伸子の心理が描かれる。この
伸子の疎外感は、死者を聖化して哀悼すべきという、弘が伸子に求めたと見られる規
範に対抗し得ているが、この規範を大胆に問い直していく存在として表象されるのは、
節子の幼い妹・洋子である。 
 洋子は、伸子に懐き、姉が死んでも悲しくなかったと語り、父が姉の入院中に「骨
牌占」をしていたことを告げる。これらの〈不謹慎〉な発言は、節子の死の〈悲劇性〉
を相対化するだけではなく、〈不謹慎〉な態度を取らざるを得ない状況―父が亡き姉を
深く哀惜することによる洋子の疎外感や孤独感を示唆している。死者を哀悼するべき
であるという規範は、一方で一部の生者達を疎外するという残酷さを備えており、洋
子はそのために、死や病に対して反発的になるという、幼さゆえに許容される〈不謹
慎〉な言動を取っていた。さらに伸子を見送る時の、洋子と愛犬リリイとの散歩の場
面について、語り手は、犬嫌いの節子の生前は、犬好きの洋子が犬を飼うことが出来
なかったことを語り、節子の死によって、洋子に〈解放〉がもたらされたことを示唆
する。 
 このように、伸子と洋子は、「死者への哀悼」という規範とそれを遵守する男性登場
人物たちによって、疎外感を感じる共通点があり、洋子の言動が伸子を束縛する規範
を揺るがしている。しかし同時に、語り手は、この両者の間にもある断絶があること
を示唆する。末尾の部分で、洋子の存在を等閑視しつつも、快活な心理になった時の
み洋子の存在を意識するという、〈好都合〉な伸子の態度が、語り手によって批判的に
提示される。幼い洋子は、死者への哀悼の規範と、その規範を結果的に内面化してい
く伸子をも問い直す存在となる。 
 この「おもかげ」において、前期作品ではあまり意識されることがなかった、記憶
を語る行為が孕む抑圧の側面が露呈するのである。 
 
 
第八章「内面のドラマを獲得する女性達―「楡の家」「菜穂子」「ふるさとびと」論
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―」 
 
 「菜穂子 cycle」という名でまとめられる「楡の家」（『文藝春秋』一九三四・一〇、
『文学界』一九四一・九）、「菜穂子」（『中央公論』一九四一・三）、「ふるさとびと」
（『新潮』一九四三・一）の三人の主人公の女性について、先行研究で、的確な批評者
とされてきた都築明の視線の画一性を指摘し、彼女達が森於菟彦という作家に出会う
ことで生じさせる内面のドラマが、いかなる意味を持っているかを考察する。三つの
作品を「菜穂子 cycle」という一つの物語として見ることによって、浮上する構図を明
らかにしていく。三村夫人を主人公とした「楡の家」は、夫人の姿を娘の菜穂子が超
越していくものとして批判的に語られ、「菜穂子」の前段階の物語であるとされてきた。 
 しかし本論では、日記形態の「楡の家」が、経済的な事情や育児に追われて多忙な
日々を過ごしてきた三村夫人が、それらの問題が終結すると同時に森於菟彦と出会う
ことで、思索に耽る孤独な時間を得るようになった経緯、さらに森に惹かれながらも、
恋愛関係に発展することは回避する姿が語られる。自己省察を行う中で、森の存在が
いかに影響したかを語ることによって、自らと森との関係を恋愛に填め込もうとする
娘の菜穂子に反駁を行っている日記が「楡の家」であり、明の「夢見がち」な女性と
いう評価も覆す作用を備えている。 
「ふるさとびと」の主人公おえふは、結婚後まもなく離婚し、その後は家業の手伝
いと、病身の娘の看護を行う多忙な人物として描かれるが、彼女も森於菟彦と関わり
を持つことによって、孤独な中で思索に耽る時間を得るようになり、やがて他者が自
己のイメージを一方的に作り上げることに拒絶反応を示す、自己省察の段階へと発展
していく。おえふは、〈幸福な結婚〉というレールから外れた人物であったが、森と親
密になることは、娘のために諦めることとなる。しかし、森が世話をしていた駆け落
ちをした男女の関係が破綻する様子を目の当たりにすることで、恋愛を幸福とする価
値観も、おえふの中では解体していく。おえふに周囲の男性との交情があったと推測
し、〈悲劇のヒロイン〉と位置づけていた明のイメージの画一性を、おえふの内面に生
じたドラマを描く「ふるさとびと」は解体させている。 
「菜穂子」は、森との出会いによってドラマを生じさせた三村夫人やおえふと異な
り、既に森とのかかわりによって、活発な少女から思索に耽る少女へと変化した主人
公の菜穂子が、彼の死後にどのような道を辿るかという経緯が描かれる。森に思慕を
抱いていたと見られる菜穂子は、結婚によってその思慕を断ち切ろうとしたが、発病
してサナトリウムに入院した後、自らの空疎な内面を発見する。その後の菜穂子は、
夫の身に事件が起きることを帰隊したり、サナトリウムを抜け出して東京に帰るなど
の逸脱した行動を取って夫を困惑させようとする。菜穂子は森と関わっていた頃の記
憶を想起することはないが、自らにかつて影響を与えた秩序に囚われない〈森の性質〉
が、意識しなくても菜穂子の中に蘇ってくることが表象されている。記憶を想起する
ことがなかった菜穂子は、サナトリウムを抜け出すという逸脱行動の後、徐々に過去
のことを想起するようになっていくが、次第に封印していた記憶と向き合い、森を秩
序に縛られない生き方のロールモデルとして捉えて行くであろう今後の姿が示唆され
ている、この菜穂子の姿も、夫に理解されない「不しあはせ」な女性という明の批評
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の画一性を炙り出している。 
このように三人の主人公が、森との出会いにより、内面にドラマを生じさせていく
という「菜穂子 cycle」の物語群は、前期作品の空想する主人公の性質を受け継いでい
る明のイメージを、三人の主人公達がすり抜けて行くという構図によって、恋愛の相
手を空想の対象にするという前期作品のテーマを脱却していく。それと共に、多忙な
どで記憶と向き合わなかった主人公達が、過去を想起していくという経緯を描くこと
で、記憶と向き合うという行為が、内面を深め、自己省察へと導いていくという可能
性を示唆した物語となる。 
 
 
終章 
 
 対象との関係性を空想する男性主人公の物語から、記憶を一方的に解釈する行為を
批判し、対象との関係性を自己省察の手段としていく女性主人公の物語へ移行したこ
とを改めて指摘し、堀辰雄文学における〈恋愛〉は、自己と向き合い感情を認識する
ことで、内面を豊かにしていく行為であったことを論じた。さらに〈恋愛〉をするこ
とが〈普通〉であるという価値規範に揺らぎが生じている現代において、ライフイベ
ントとしてではなく、自己の内面を豊かにするものとしての〈恋愛〉あるいは一対の
関係性を〈恋愛〉と名付けることを批判する堀辰雄文学は、今後も読み継がれる意味
があることを、サブカルチャーにおけるアダプテーションの想像力と関連付けて指摘
した。 
 
 
３、   総評 
 
【評価された点】 
 
① 「記憶の語り直しによる関係性の構築・再構築」に徹底してこだわり、詳細な作
品分析を重ねつつ堀辰雄文学の全体像を見直した点は、堀辰雄研究において比類ない
ものであり、前期と後期とで大きな転換があったことを提示し得たことは、研究史を
大きく前進させるものとして評価できる。 
② ことに、従来の堀辰雄研究で、「菜穂子 cycle」を作品評価の頂点に据えるという
発想はまったく無かったが、こうした「記憶の語り」の質を問うという新たな評価の
基軸の導入により、一定の説得力を持つものとなった。近年の研究が、フランス文学
をはじめとする影響の様態を探るものに偏っていたことをかんがみるに、再評価の突
破口になりうるものである。 
③ 現代において堀辰雄文学を読むことの意味を問う際、堀辰雄文学が現代にいかに
アダプテーションされているかという問題がある。サブカルチャー作品における〈文
豪ブーム〉においても堀辰雄が取り上げられ、宮崎駿監督のアニメ映画『風立ちぬ』
（２０１３）がある。この『風立ちぬ』は、仕事に没頭する男性主人公に寄り添う病
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妻という形で、古色蒼然たるジェンダー役割が課され、堀辰雄の『風立ちぬ』の従来
のイメージを更新したものではなかった。本論の、他の関係性を排除する〈恋愛〉の
規範、一対の関係性を〈恋愛〉と名付けることによってその関係性をブラックボック
ス化する問題を問い直す堀辰雄文学の側面が提示されることにより、今後、堀辰雄文
学のイメージの更新が行われる。加えて、ライフイベントとしての〈恋愛〉ではなく、
特定の相手との記憶を材料として関係性を作り出し、自己省察へとつなげていく堀辰
雄文学のテーマは、キャラクター同士の関係性を〈恋愛〉と名付ける漫画・アニメな
どの〈オタク〉達の二次創作の行為とも関連している。今後ますます発展を見せてい
く文学とサブカルチャーとの架け橋として、堀辰雄文学が見直される契機となる論で
ある。 
 
 
【問題点および今後の課題】 
 
① 「語り」の分析の際に、「語り手」をあたかも人格を備えた判断主体であるかのよ
うに実体化して論じた箇所が幾つか見受けられた。これは作家・堀辰雄の意図や戦略
として捉えるべきところである。 
② 前期作品群における〈恋愛〉表象の語られ方と後期作品群のそれとが明確に異な
っている点を精緻に分析した点は評価できるが、そのことが同時代あるいは研究史に
おいて看過あるいは特定の作品のみが「幼稚なメロドラマ」として論の対象にされて
来たことの理由および今日再評価することで何が見えてくるのか。なお掘り下げる必
要がある。書籍化などの際には、より積極的な意味付けが望ましい。 
③ 堀辰雄が結果的に個々の作品で問いかけた語りの戦略性あるいはその限界は、同時代
の言説空間の中でどのような位置付けになるのか、時代に開くスタンスがない点が残念で
あった。今後、堀文学が読み継がれるためにも、このことは重要な評価ポイントとなる。 
 
 これらに関して、公開発表会の席上でも、申請者から補論の提示や、それに対する新た
な質問が出された。いずれも、本論文に対する建設的な提言であった。また、堀辰雄文学
の再評価の際に、個別作品の詳細な分析をいかに連繋し、方法論的に整合性のある作家研
究へと展開していくのかについても興味深い論議がなされたが、これは申請者個人の課題
にとどまらず、文学研究に関わる者全体で今後も探究すべき課題でもある。 
 以上により、審査員一同の総合的な判断の結果、本論文が「博士（学術）」を授与するに
相応しいものであるとの結論に達したので、ここに報告する。 
